
【
要
旨
】

北
宋
の
蘇
軾
の
門
人
と
し
て
、
「
四
學
士
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
黄
庭
堅
の
詩

文
に
つ
い
て
の
よ
り
広
い
視
野
で
の
検
討
の
一
環
と
し
て
、
散
文
に
記
さ
れ
た
閑
居
に
関

わ
る
意
識
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

北
宋
仁
宗
期
以
降
に
閑
居
に
関
わ
る
文
章
を
残
し
た
人
々
の
う
ち
の
多
く
を
、
守
旧
派

で
あ
る
旧
法
党
に
関
わ
り
の
深
い
人
物
が
占
め
て
い
る
が
、
彼
ら
と
長
く
深
い
交
流
を
持

つ
黄
庭
堅
に
は
彼
ら
の
発
想
を
よ
く
知
り
、
そ
れ
に
な
じ
む
機
会
が
多
分
に
あ
っ
た
と
想

像
さ
れ
、
黄
庭
堅
の
閑
居
に
つ
い
て
の
発
想
は
基
本
的
に
彼
ら
と
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、「
文
會
」「
文
酒
之
會
」
等
と
表
現
さ
れ
る
、
文
化
的
に
洗
練
さ
れ
た
「
樂
」
の

共
有
の
楽
し
み
は
、
『
論
語
』
の
「
以
文
會
友
」
以
降
、
南
朝
の
貴
族
た
ち
、
初
唐
の
宮

廷
詩
人
、
中
唐
期
の
科
挙
出
身
の
文
人
た
ち
を
経
て
、
北
宋
の
文
人
た
ち
ま
で
継
承
さ
れ

て
お
り
、
彼
ら
の
文
化
の
継
承
者
、
つ
ま
り
知
識
人
と
し
て
の
高
踏
的
な
気
分
や
矜
持
を

反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
黄
庭
堅
が
書
簡
の
な
か
で
言
及

す
る
こ
の
よ
う
な
「
樂
」
は
、
す
べ
て
他
人
の
状
態
を
想
像
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
勧
め
た
も
の
で
あ
り
、
彼
自
身
の
状
態
で
は
な
く
、
彼
自
身
に
つ
い
て
は
、
文
人
の
伝

統
か
ら
の
疎
外
を
感
じ
て
い
る
。

黄
庭
堅
が
自
ら
の
閑
居
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
資
料
の
う
ち
の
多
く
は
、
彼
の
人
生
の

後
半
に
あ
た
る
哲
宗
紹
聖
年
間
以
降
の
流
謫
期
に
書
か
れ
た
書
簡
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
彼
は
世
間
か
ら
、
ま
た
人
と
の
つ
き
あ
い
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
志
向
す

し
、
ま
た
流
謫
地
の
文
化
的
水
準
の
低
さ
嘆
き
つ
つ
、
若
い
人
達
が
こ
れ
を
克
服
す
る
方

法
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
友
人
達
と
の
繋
が
り
と
と
も
に
行
う
学
問
、
つ
ま
り
、
文
人
達

の
洗
練
さ
れ
た
知
的
文
化
の
伝
統
で
あ
る
所
謂
「
文
會
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

黄
庭
堅
は
、
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
、
彼
の
周
囲
に
い
る
不
遇
な
人
物
が
閑
居
に
お
い

て
修
養
や
学
問
に
邁
進
す
る
こ
と
を
称
賛
し
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
周
囲
の
み
な
ら
ず
、
当

時
の
士
大
夫
層
の
な
か
に
、
不
遇
な
人
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
が
数
多
く
存
在
し
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
人
の
、
学
問
や
修
養
に
励
ん
だ
、
あ
る
い
は
後

輩
を
育
成
し
た
等
の
儒
教
の
倫
理
の
な
か
で
評
価
で
き
る
点
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

黄
庭
堅
の
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
官
僚
と
し
て
成
功
で
き
ず
に
閑
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場

合
に
、
そ
の
状
態
を
ど
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
は
、
彼
ら
の
活
動
し
た
時
代
に
お
い
て
、
閑
居
を
め
ぐ
る
状
況
と
気
分
が
変
化

し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
年
の
流
謫
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
黄
庭
堅
が
感
じ
る
孤
立
感
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
背
景
と
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

豫
章
（
現
江
西
省
南
昌
市
）
の
人
で
あ
る
黄
庭
堅
（
字
、
魯
直
。
号
、
山
谷
老
人
・

�翁
。
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
は
、
北
宋
期
を
代
表
す
る
詩
文
の
作
者
で
あ
る
蘇

軾
（
字
、
子
瞻
。
号
、
東
坡
居
士
。
一
〇
三
六
―
一
一
〇
一
）
の
門
人
と
し
て
、
元
・

脱
脱
等
『
宋
史
』
巻
四
百
四
十
四
（
中
華
書
局
本
）
所
収
の
「
黄
庭
堅
傳
」
に
お
い

て
、
張
耒
（
一
〇
五
四
―
一
一
一
四
）・

晁
補
之
（
一
〇
五
三
―
一
一
一
〇
）・

秦
觀

（
一

〇
四

九
―
一
一

〇
〇

）
と
と
も
に
「
四
學
士
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
黄
庭
堅

傳
」
で
は
さ
ら
に
、
「

而
庭
堅

於
文
章
、

尤
長

於
詩
、

蜀
・

江
西

君

子
、
以
庭
堅
配
軾
、
故
稱
蘇
・
黄
。」（

而
し
て
庭
堅
文
章
に
お
い
て
、
尤
も
詩
に
長

じ
、

蜀
・

江
西
の

君
子
、
庭
堅
を
以
て
軾
に

配
し
、

故
に
蘇

・
黄
と

稱
す
。
）
と

述
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べ
て
い
る
が
、
後
世
に
お
い
て
も
「
四
學
士
」
の
な
か
で
詩
人
と
し
て
最
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
の
は
黄
庭
堅
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
蘇
軾
の
門
人
と
し
て
李
薦
（
一
〇
五

九
―
一
一
〇
九
）
と
と
も
に
「
蘇
門
六
君
子
」
に
数
え
ら
れ
る
陳
師
道
（
一
〇
五
三
―

一
一
〇
二
）
が
、
『
後
山
詩
話
』
（
清
・
何
文

�輯
『
歴
代
詩
話
』
中
華
書
局

一

九
八
一
年
）
に
お
い
て
、
「
王
介
甫
以
工
、
蘇
子
瞻
以
新
、
黄
魯
直
以
奇
。
」
（
王
介

甫
は
工
を
以
て
し
、
蘇
子
瞻
は
新
を
以
て
し
、
黄
魯
直
は
奇
を
以
て
す
。
）
と
評
し

て
い
る
よ
う
に
、
蘇
軾
と
黄
庭
堅
の
詩
風
は
全
く
異
な
っ
た
個
性
を
持
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
江
西
詩
派
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
黄
庭
堅
の
詩
風
が
宋
代
の
詩

風
全
体
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
黄
庭
堅
の
詩
あ
る
い
は
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
様
々
な
研
究
成
果
が
存

在
し
て
い
る
が
、
そ
の
師
の
蘇
軾
の
詩
文
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
豊
か
さ
に
比
べ
れ
ば
、

決
し
て
充
分
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
今
後
も
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
た
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
の
詩
に
対
し
て
よ
り
深
く
考
え
る
た
め
に
は
、

一
見
ま
わ
り
道
の
よ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
詩
の
本
文
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
様
々
な
事
柄
、

例
え
ば
彼
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
周
辺
の
人
々
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
思
考
の
あ
り
よ

う
等
を
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
よ
う
な
よ
り
広
い
視
野
で
の
検
討
の
一
環
と
し
て
、
黄
庭
堅
の
散
文
に
記
さ
れ
た
閑

居
に
関
わ
る
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

論
者
は
、
北
宋
中
期
、
特
に
仁
宗
期
か
ら
神
宗
期
を
中
心
に
、
知
識
人
の
閑
居
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
例
え
ば
、
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
―
一
〇
七

二
）
は
、「
醉
翁
亭
記
」「
豐
樂
亭
記
」
に
、

�州
の
人
々
と
共
有
さ
れ
る
「
樂
」
を

知
州
事
の
視
点
か
ら
描
き
、
そ
の
一
方
で
自
身
の
致
仕
後
の
閑
居
に
つ
い
て
記
し
た

「
六
一
居
士
傳
」
に
は
、
閑
居
の
場
の
「
五
物
」
と
彼
自
身
と
で
構
成
さ
れ
る
ひ
と

つ
の
調
和
し
た
空
間
で
の
個
人
的
な
「
樂
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
た
。
ま
た
蘇
軾
は
、

歐
陽
脩
の
展
開
し
た
こ
れ
ら
の
思
考
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
初
任
官
で
あ
っ
た
簽
書

鳳
翔
府
判
官
事
の
時
期
に
、
知
鳳
翔
府
の
陳
希
亮
（
一
〇
〇
〇
―
一
〇
六
五
）
が
築

い
た
臺
に
寄
せ
た
「
凌
虚
臺
記
」
の
な
か
で
、
閑
居
の
場
に
あ
る
「
物
」
が
有
限
の

存
在
で
し
か
な
い
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
黄
州
流
謫
期
に
か
け
て
制
作
し

た
閑
居
に
関
わ
る
文
章
の
な
か
で
も
、
引
き
続
き
、
「
物
」
に
よ
る
楽
し
み
に
依
存

し
た
閑
居
の
あ
り
方
を
誡
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
当
時
に
お
け
る
知
識
人

の
閑
居
が
、
同
じ
く
儒
教
の
思
考
を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
公
人
と
し
て
の
立
場
を
意

識
し
た
も
の
か
ら
、
よ
り
個
人
的
な
修
養
と
し
て
の
性
格
の
強
い
も
の
に
変
化
し
て

い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
仁
宗
期
か
ら
神
宗
期
に
か
け
て
の
人
々
の
こ
の
よ
う
な
思
考

が
、
ひ
と
つ
後
の
世
代
で
あ
る
黄
庭
堅
に
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
変
化
し
て

い
く
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
詩
句
よ
り
も
直
接
に
そ
の
思
考
を
表
現
す
る
と
思

わ
れ
る
文
の
記
述
を
対
象
と
し
て
、
検
討
し
た
い
。
し
か
し
歐
陽
脩
や
蘇
軾
と
い
っ

た
先
達
と
は
異
な
り
、
黄
庭
堅
は
自
ら
の
閑
居
に
つ
い
て
述
べ
た
記
等
を
ほ
と
ん
ど

残
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
彼
が
生
涯
の
う
ち
の
か
な
り
長
い
期
間
を
流
謫
地
で
過
ご

し
、
知
州
等
の
官
職
に
在
任
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
致
仕
後
に
閑
居

を
楽
し
む
機
会
を
持
ち
え
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、

彼
に
は
友
人
・
知
人
に
宛
て
た
書
簡
が
大
量
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
に

は
友
人
や
彼
自
身
の
閑
居
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
れ
ら
の
書
簡
を
も
資
料
と
し
つ
つ
、
黄
庭
堅
が
考
え
る
文
人
的
な
閑
居
と
そ

の
楽
し
み
の
あ
り
か
た
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一
前
世
代
と
の
つ
な
が
り

黄
庭
堅
は
、
仁
宗
期
を
主
な
活
動
期
と
し
た
一
世
代
前
の
人
々
と
幾
重
に
も
複
雑

に
繋
が
っ
た
存
在
で
あ
る
。
宋
・
黄

�『
山

谷
年

譜
』
（

呉
洪

澤
氏
・

尹
波

氏
主

編
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宋
人
年
譜
叢
刊
五
四
川
大
學
出
版
社
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
り
、
そ
の
あ
ら
ま
し

を
挙
げ
て
み
よ
う
。
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
た
黄
庭
堅
は
、
仁
宗
嘉
祐
四
年
（
一
〇

五
九
）
に
、
当
時
淮
南
に
在
任
し
て
い
た
母
の
兄
で
あ
る
李
常
（
一
〇
二
七
―
一
〇

九
〇
）
の
も
と
に
遊
学
し
た
。
さ
ら
に
英
宗
治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
に
進
士
第
三

甲
で
禮
部
貢
挙
に
合
格
し
、
汝
州
葉
県
尉
に
任
命
さ
れ
る
が
、
着
任
が
翌
年
ま
で
遅

れ
た
た
め
、
知
州
事
で
あ
っ
た
富
弼
（
一
〇
〇
四
―
一
〇
八
三
）
の
命
に
よ
り
吏
の

身
分
に
落
と
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
貢
挙
合
格
の
後
に
、
李
常
と
親
密
な
孫
覺
（
一
〇

二
八
―
一
〇
九
〇
）
の
娘
と
結
婚
し
て
い
る
（
鄭
永
暁
氏
『
黄
庭
堅
年
譜
新
編
』

社
会
科
学
文
獻
出
版
社
一
九
九
七
年
二
十
八
頁
の
考
証
に
拠
る
。）。
そ
の
後
、

蘇
軾
と
面
識
を
得
、
哲
宗
元
祐
元
年
（
一
〇
八
六
）
三
月
に
、
司
馬
光
（
一
〇
一
九
―

一
〇
八
六
）
の
希
望
に
よ
り
『
資
治
通
鑑
』
の
校
訂
に
加
わ
り
、
十
月
に
は
神
宗
實

録
院
檢
討
官
と
な
っ
た
。
ま
た
同
三
年
（
一
〇
八
八
）
に
蘇
軾
・
孫
覺
が
知
貢
挙
と

な
っ
た
際
に
は
、
晁
補
之
・
李
公
麟
（
一
〇
四
九
？
―
一
一
〇
六
）
ら
と
と
も
に
参

詳
官
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
以
降
の
元
祐
党
関
係
者
の
中

央
追
放
期
に
お
い
て
は
、
黄
庭
堅
も
守
旧
派
の
一
人
と
し
て

�州
・
黔
州
・
戎
州
・

鄂
州
・
宜
州
等
の
流
謫
地
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て

き
た
よ
う
に
、
仁
宗
期
以
降
に
閑
居
に
関
わ
る
文
章
を
残
し
た
人
々
の
う
ち
の
多
く

を
、
こ
の
元
祐
党
に
関
わ
り
の
深
い
人
物
が
占
め
て
い
る
が
、
彼
ら
と
の
長
い
年
月

に
及
ぶ
交
流
の
な
か
で
、
黄
庭
堅
に
は
彼
ら
の
発
想
を
よ
く
知
り
、
そ
れ
に
な
じ
む

機
会
が
多
分
に
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

『
山
谷
年
譜
』
に
拠
れ
ば
、
黄
庭
堅
は
二
十
八
歳
の
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
に

北
京
（
現
河
北
省
大
名
県
）
國
子
館
教
授
と
な
り
、
そ
の
後
八
年
間
こ
の
官
職
に
と

ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
大
名
府
の
通
判
に
左
遷
さ
れ
て
い
た
（
『
續
資
治
通

鑑
長
編
』
巻
二
百
十
七
・
二
百
五
十
八
に
拠
る
。）
賈
青
（
字
春
卿

生
卒
年
未
詳
）

が
新
た
に

築
い
た

堂
に
黄
庭
堅
が

寄
せ
た
、
「
北
京
通
判

廳
賢

樂
堂

記
」
（
『
宋
黄
文

節
公

全
集
』
（
以

下
略
）

正
集
巻
十
六
）
に
は
、

次
に

示
す
よ
う
に
、
地

方
官
が
任

地
に
お
い
て
治
安
の
安
定
し
た
後
に
自
己
の
閑
居
の
楽
し
み
を
実
現
す
る
と
い
う
順

序
を
意
識
し
た
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

常
山
賈
春
卿
來
佐
北
都
留
守
、
政
成
有
暇
日
、
始
作
新
堂
、
治
燕
息
之
地
。
豫

章
黄
庭
堅
名
之

曰
「

賢
樂

」
。

其
義

蓋
以

謂
、

去
前

日
之

上

�下
陋
、
塵
蒙
蛛

絲
、
隅
角

�闇
、
鳥
鼠
之
宅
、
而
爲
今
日
之
軒
楹
高
明
、
戸

�通
達
、
便
齋
曲

房
、
兩
宜
寒
暑
、
井
陰
高
槐
、
風
聽
修
竹
、
賓
僚
尊
酒
、
笑
語
詩
書
。
是
宜
爲

賢
者
有
也
。

常
山
の
賈
春
卿

來
た
り
て
北
都
留
守
を
佐
け
、
政
成
り
て
暇
日
有
り
、
始
め

て
新
堂
を
作
り
、
燕
息
の
地
を
治
む
。
豫
章
の
黄
庭
堅
之
に
名
づ
け
て
「
賢

樂
」
と
曰
ふ
。
其
の
義

蓋
し
以
謂
ら
く
、
前
日
の
上
は

�に
し
て
下
は
陋
た

り
、
塵
は
蛛
絲
に
蒙
た
り
、
隅
角
は

�闇
に
し
て
、
鳥
鼠
の
宅
た
る
を
去
り
、

而
し
て
今
日
の
軒
楹
高
明
に
し
て
、
戸

�通
達
し
、
便
齋
曲
房
、
兩
つ
な
が
ら

寒
暑
に
宜
し
く
、
井
陰
高
槐
、
風
は
修
竹
に
聽
き
、
賓
僚
は
尊
酒
し
、
笑
語

詩
書
す
る
を
爲
す
。
是
宜
し
く
賢
者
の
有
と
爲
す
べ
き
な
り
。

こ
こ
に
挙
げ
た
部
分
で
は
、
新
し
い
堂
が
、
以
前
は
荒
れ
果
て
て
い
た
場
所
に
整

備
さ
れ
た
明
る
く
快
適
な
も
の
で
あ
り
、
整
備
後
に
は
、
賓
客
や
こ
の
地
の
官
僚
た

ち
が
集
ま
り
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
歓
談
し
て
詩
作
や
書
物
を
楽
し
む
場
と
な
っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
地
方
官
が
任
地
に
お
い
て
治
安
の
安
定
し
た
後
に
自
己
の
閑
居
の
楽

し
み
を
実
現
す
る
と
い
う
順
序
は
、
蘇
軾
が
知
密
州
で
あ
っ
た
煕
寧
九
年
（
一
〇
七

六
）
に
制
作
し
た
「
超
然
臺
記
」
等
に
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
黄
庭

堅
の
記
述
は
周
囲
の
人
々
の
間
で
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
発
想
に
沿
っ
た
表
現

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
黄
庭
堅
は
、
こ
の
他
に
元
豐
元
年
（
一
〇
七
八
）
に

知
冀
州
の

魯
肅

開
に

寄
せ
た

「
冀
州

養
正

堂
記

」
（

正
集
巻
十
六
）
等
で
も
、
同

様

の
発
想
を
展
開
し
て
い
る
。

湯浅陽子 黄庭堅の文に記された閑居について
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ま
た
、
こ
の
堂
に
黄
庭
堅
は
「
賢
者
の
楽
し
み
」
と
い
う
名
を
与
え
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
「
○
樂
」
と
い
う
名
付
け
も
ま
た
、
韓
琦
（
一
〇
〇
八
―
一
〇
七
五
）

の
「
康
樂
園
」
・
孫
覺
の
「
衆
樂
園
」
・
司
馬
光
の
「
獨
樂
園
」
、
あ
る
い
は
孔
宗
翰

（
？
―
一
〇
八
八
）
の
「
顔
樂
亭
」
等
の
よ
う
に
、
黄
庭
堅
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ

た
、
守
旧
派
の
一
つ
前
の
世
代
の
人
々
に
幾
つ
も
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
黄
庭
堅
の
閑
居
に
つ
い
て
の
発
想
が
彼
ら
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

二
文
人
の
楽
の
集
団
性

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
公
的
な
官
職
に
あ
る
者
の
閑
居
に
関
わ
る
黄
庭
堅
の
認
識

は
、
彼
よ
り
一
世
代
前
の
守
旧
派
に
連
な
る
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、

基
本
的
に
継
承
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
黄
庭
堅
に
は
こ
れ
に
加
え

て
、
文
人
た
ち
の
間
で
の
閑
居
の
楽
し
み
の
共
有
に
つ
い
て
言
及
し
た
例
を
数
多
く

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
文
人
た
ち
は
、
必
ず
し
も
公
的
官
職
に

就
い
て
い
る
者
に
限
ら
な
い
。
次
に
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
言
及
の
意
味
す
る
こ

と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『
宋
黄
文
節
公
全
集
』
「
正
集
」
巻
十
八
か
ら
十
九
、
「
外
集
」
巻
二
十
一
、
「
別

集
」
巻
十
二
及
び
巻
十
四
か
ら
十
九
、「
續
集
」
巻
一
か
ら
巻
九
、「
補
遺
」
巻
三
か

ら
巻
八
に
収
め
ら
れ
た
「
書
」「
書
簡
」
の
な
か
に
は
、
閑
居
の
「
樂
」
に
つ
い
て
、

「
○
○
之
樂
」
と
い
う
形
を
採
っ
て
表
現
す
る
例
が
繰
り
返
し
現
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
例
え
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

某
叩
頭
。
不
審
高
安
風
物
何
如
。
平
生
嘗
游
宦
在
江
西
否
。
同
僚
可
與
共
溪
山

之
樂
乎
。

某
叩
頭
す
。
高
安
の
風
物
の
何
如
な
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
平
生
嘗
て
游
宦

し
て
江
西
に
在
る
や
否
や
。
同
僚
與
に
溪
山
之
樂
を
共
に
す
べ
き
か
。

（「
與
公
蘊
知
縣
書
」
別
集
巻
十
五
）

子
予
。
即
日
想
侍
奉
多
慶
。
郡
齋
虚
閑
、
當
能
屏
去
煩
濁
之

�、
求
書
史
清
淨

之
樂
也
。

子
予
。
即
日
侍
奉
の
慶
び
多
き
を
想
ふ
。
郡
齋
虚
閑
に
し
て
、
當
に
能
く
煩

濁
の

�を
屏
去
し
、
書
史
清
淨
の
樂
を
求
む
る
べ
き
な
り
。

（「
與
王
子
飛
兄
弟
書
」
別
集
巻
十
七
）

忽
承
賜
教
、
累
紙
勤
懇
、
審
邑
庭
虚
閑
、
時
與
僚
佐
共
尊
酒
之
樂
。
何
慰
如
之
。

忽
ち
賜
教
を
承
り
、
紙
を
累
ぬ
る
こ
と
勤
懇
な
り
、
審
ら
か
に
す
邑
庭
虚
閑

に
し
て
、
時
に
僚
佐
と
與
に
尊
酒
の
樂
を
共
に
す
る
を
。
何
の
慰
め
か
之
に
如

か
ん
。

（「
答
石
信
道
書
」
別
集
巻
十
七
）

春
氣
喧
暖
、
即
日
不
審
體
力
何
如
。
王
事
不
至
勞
勤
、
頗
得
與
僚
友
共
文
字
之

樂
否
。

春
氣
喧
暖
な
り
、
即
日
體
力
の
何
如
な
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
王
事
勞

勤
に
至
ら
ず
、
頗
る
僚
友
と
與
に
文
字
の
樂
を
共
に
す
る
を
得
る
や
否
や
。

（「
與
公
蘊
知
縣
宣
德
書
」
續
集
巻
十
）

公
之
歸

�、
亦
是
佳
事
。
綵
衣
奉
親
、
兄
弟
同
文
字
之
樂
、
此
人
生
最
得
意
處

也
。

公
の

�に
歸
す
る
は
、
ま
た
是
れ
佳
事
な
り
。
綵
衣
し
て
親
を
奉
り
、
兄
弟

文
字
之
樂
を
同
じ
く
す
、
此
人
生
最
も
意
を
得
る
處
な
り
。

（「
答
敦
禮
祕
校
簡
」
補
遺
巻
五
）
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即
日
官
下
何
如
。
頗
得
日
力
問
學
、
有
同
僚
共
文
史
之
樂
否
。

即
日
官
下
は
何
如
。
頗
る
日
び
に
力
め
て
學
を
問
ふ
を
得
ん
、
同
僚
と
文
史

の
樂
を
共
に
す
る
こ
と
有
る
や
否
や
。

（「
與
景
善
主
簿
帖
」
補
遺
巻
八
）

こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
い
ず
れ
も
、
相
手
が
任
地
で
の
公
務
の
余
暇
に
同
僚
と
「
溪

山
之
樂
」
・
「
書
史
清
淨
之
樂
」
・
「
尊
酒
之
樂
」
・
「
文
字
之
樂
」
・
「
文
史
之
樂
」
を

「
共
」「
同
」
に
し
て
い
る
か
と
問
い
か
け
、
そ
れ
を
楽
し
む
様
子
を
想
像
し
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
楽
し
み
を
追
求
す
べ
き
だ
と
述
べ
、
あ
る
い
は
、
故
郷
の
親
の
元
で
兄

弟
と
「
文
字
之
樂
」
を
共
に
す
る
こ
と
は
人
生
最
大
の
喜
び
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

類
型
的
な
表
現
が
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
黄
庭
堅
が
、
任
官
し

て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は
公
務
の
余
暇
に
、
故
郷
に
帰
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は

親
へ
の
孝
養
の
合
間
に
、
同
僚
や
兄
弟
と
と
も
に
集
団
で
行
わ
れ
る
詩
文
制
作
や
史

学
研
究
ま
た
酒
宴
や
美
景
の
鑑
賞
と
い
っ
た
楽
し
み
を
追
求
す
る
こ
と
を
、
あ
る
べ

き
良
き
も
の
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
「
答

�州
魚
仲
修
使
君
」（
續
集
巻
六
）
に
は
、「
側
聞
爲
郡
豈
弟
、
幕
府

有
佳
士
、
時
以
文
酒
從
容
山
水
之
間
、
何
樂
如
之
。
」
（
側
聞
す
る
に
郡

爲
る
に

豈
弟
た
り
と
、
幕
府

佳
士
有
り
、
時
に
文
酒
を
以
て
山
水
の
間
に
從
容
す
る
に
、
何

の
樂
か
之
に
如
か
ん
。
）
と
あ
り
、
相
手
が
知
州
と
し
て
和
や
か
に
楽
し
ん
で
い
る
様
子

を
評
価
し
、
優
れ
た
部
下
た
ち
と
山
水
の
間
で
「
文
酒
之
樂
」
を
お
こ
な
う
こ
と
を
理

想
的
な
あ
り
方
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
與
分
寧
蕭
宰
書
」
（
別
集
巻
十
四
）

の
、
「
伏
想
政
成
民
信
、
邑
廷
事
益
清
簡
、
時
有
文
酒
之
樂
、
以
謝
江
山
。
」
（
伏
し

て
想
ふ
政
成
り
民
信
あ
り
て
、
邑
廷
に
事
益
ま
す
清
簡
に
し
て
、
時
に
文
酒
の
樂
有

り
、
以
て
江
山
に
謝
せ
ん
と
。
）
で
は
、
相
手
が
任
地
の
斎
閣
で
余
暇
に
「
文
酒
之
樂
」

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
に
と
ど
ま
り
、
表
現
の
上
で
は
集
団
内
で
の
「
樂
」
の

共
有
に
直
接
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
公
人
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
た
上
で
の
閑
居

の
楽
の
追
求
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
同
類
の
表
現
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
書
簡
の
な
か
で
く
り
返
さ
れ
て
い
る
、
文
人
達
の
集
団
内
で
文
・
書
・

史
・
酒
・
美
景
と
い
っ
た
文
化
的
な
対
象
に
よ
る
「
樂
」
を
共
有
す
る
と
い
う
考
え

方
は
、
決
し
て
黄
庭
堅
の
独
創
や
宋
代
の
み
に
特
徴
的
な
傾
向
で
は
な
く
、
古
い
時

代
か
ら
中
国
の
文
人
達
の
伝
統
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の

「
樂
」
が
表
現
さ
れ
た
古
い
例
と
し
て
は
、
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
、
よ
く
知
ら
れ
た

「
曾
子
曰
、
君
子
以
文
會
友
、
以
友
輔
仁
。
」
（
曾
子
曰
く
、
君
子

文
を
以
て
友
を

會
し
、
友
を
以
て
仁
を
輔
く
。
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
の

「
文
」
は
、
必
ず
し
も
文
学
・
文

章
だ
け
に

限
定
さ
れ
な
い
、
よ
り

広
い

意
味
の
、

儒
教
の
規
範
に
か
な
う
文
化
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
詩
』
小
雅
「
瓠
葉
」
の
、「

幡
幡
瓠
葉
、
采
之
亨
之
。
君
子
有
酒
、
酌
言

嘗
之
。」（

幡
幡
た
る
瓠
葉
、
之
を
采
り
之
を
亨
す
。
君
子
酒
有
り
、
酌
言
し
て
之
を

嘗
む
。）
に
付
さ
れ
た
鄭
箋
に
、「

此
君
子
謂
庶
人
之
有
賢
行
者
也
。
其
農
功
畢
、
乃

爲
酒
漿
以
合
朋
友
、
習
禮
講
道
藝
也
。」（

此
君
子

庶
人
の
賢
行
有
る
者
を
謂
ふ

な
り
。
其
の
農
功
畢
り
、
乃
ち
酒
漿
を
爲
し
て
以
て
朋
友
を
合
し
、
禮
を
習
ひ
道
藝

を
講
ず
る
な
り
。
）
と
あ
る
の
も
、

儒
家
的
な

規
範
を
学

ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
友

人
達
と
集
団
で
酒
宴
を
開
く
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

文
人
た
ち
が
集
団
で
文
化
的
な
対
象
に
よ
る
「
樂
」
を
共
有
す
る
と
い
う
伝
統
は
、

そ
の
後
も
継
承
さ
れ
、
六
朝
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
謝
）
混
風
格
高
峻
、
少
所
交
納
、
唯
與
族
子
靈
運
・
瞻
・
曜
・
弘
微
並
以
文

義
賞
會
。
嘗
共
宴
處
、
居
在
烏
衣
巷
、
故
謂
之
烏
衣
之
遊
、
混
五
言
詩
所
云
、

「
昔
爲
烏
衣
遊
、
戚
戚
皆
親
姪
」
者
也
。

（
謝
）
混

風
格
高
峻
に
し
て
、
交
納
す
る
所
少
な
く
、
唯
だ
族
子
の
靈
運
・

瞻
・
曜
・
弘
微
と
の
み
並
し
く
文
義
を
以
て
賞
會
す
。
嘗
て
共
に
宴
處
し
、
居

し
て
烏
衣
巷
に
在
り
、
故
に
之
を
烏
衣
の
遊
と
謂
ひ
、
混
の
五
言
詩
に
云
ふ
所
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の
、
「
昔

烏
衣
の
遊
を
爲
す
に
、
戚
戚
と
し
て
皆

親
姪
な
り
」
な
る
者
な

り
。

（『
宋
書
』
巻
五
十
八
「
謝
弘
微
傳
」
中
華
書
局
本
）

こ
れ
は
、
六
朝
期
を
代
表
す
る
大
貴
族
で
あ
る
謝
氏
の
一
族
で
あ
る
謝
混
（
三
六

八
？
―
四
一
二
）
が
、
一
族
の
若
い
世
代
の
人
々
と
と
も
に
、
居
住
地
で
あ
る
健
康

（
現
江
蘇
省
南
京
市
）
の
烏
衣
巷
で
楽
し
ん
だ
遊
樂
に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
。

「
文
義
賞
會
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
の
「
遊
」
も
、
文
人
た
ち
の
集
団
で
の
文
化
的
な

「
樂
」
が
、
文
化
的
価
値
観
を
共
有
す
る
同
族
の
な
か
で
行
わ
れ
た
例
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
謝
氏
の
「
烏
衣
之
遊
」
を
意
識
し
て
同
族
の
な
か
で
「
樂
」
が
共

有
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
は
、『
梁
書
』
巻
四
十
一
「
蕭
介
傳
」（
中
華
書
局
本
）
の

「
介
性
高
簡
、
少
交
遊
、
惟
與
族
兄

�・
從
兄

�素
及
洽
・
從
弟
淑
等
文
酒
賞
會
、

時
人
以
比
謝
氏
烏
衣
之
游
。」（
介
性
高
簡
に
し
て
、
交
遊
す
る
こ
と
少
な
く
、

惟
だ
族
兄

�・
從
兄

�素
及
び
洽
・
從
弟
淑
等
と
の
み
文
酒
賞
會
し
、
時
人
以
て

謝
氏
烏
衣
の
游
に
比
す
。
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
樂
」
が
文
化
的
価
値
観
を

共
有
す
る
、
同
族
で
は
な
い
集
団
に
お
い
て
行
わ
れ
る
場
合
と
し
て
は
、
『
南
史
』

巻
七
十
一
「
儒
林
傳
」
（
中
華
書
局
本
）
所
収
の
顧
越
傳
の
、
梁
の
承
聖
二
年
（
五

五
三
）
に
詔
に
よ
り
宣
惠
晉
安
王
府
諮
議
參
軍
を
授
け
ら
れ
國
子
博
士
を
拝
領
し
た

顧
越
（
四
九
三
―
五
六
九
）
に
つ
い
て
記
し
た
、
「
越
以
世
路
未
平
、
無
心
仕
進
、

因
歸
郷
、
栖
隱
于
武
丘
山
、
與
呉
興
沈
炯
・
同
郡
張
種
・
會
稽
孔
奐
等
、
毎
爲
文
會
。」

（
越

世
路
の
未
だ
平
ら
か
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
心
の
仕
進
せ
ん
と
す
る
無
く
、
因

り
て
郷
に
歸
り
、
武
丘
山
に
栖
隱
し
、
呉
興
の
沈
炯
・
同
郡
の
張
種
・
會
稽
の
孔
奐

等
と
與
に
、
毎
に
文
會
を
爲
す
。）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
南
朝
の
貴
族
文
化
の
な
か
で
の
洗
練
さ
れ
た
人
々

の
集
団
に
よ
る
「
樂
」
の
共
有
は
、「
文
義
賞
會
」「
文
酒
賞
會
」、
或
い
は
「
文
會
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
が
、
同
様
の
「
樂
」
の
共
有
は
初
唐
期
に
お
い
て
も
継
承
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
楊
炯
（
六
五
〇
―
六
九
三
頃
）「
晦
日
藥
園
詩
序
」

（
徐
明
霞
點
校
『
楊
炯
集
』
巻
三

中
華
書
局

一
九
八
〇
年
）
の
「
陽
光
稍
晩
、

高
興
未
闌
、
請
諸
文
會
之
游
、
共
紀
當
年
之
事
。」（
陽
光
稍
や
晩
く
、
高
興
未

だ
闌 た
け
な
はな
ら
ず
、
請
ふ
ら
く
は
諸
文
會
の
游
の
、
共
に
當
年
の
事
を
紀
せ
ん
こ
と
を
。）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
中
唐
期
の
例
と
し
て
は
、
白
居
易
（
七
七
二
―
八
四
六
）
・

劉
禹

錫
（
七

七
二
―
八
四
二
）
・

裴
度
（
七
六
五
―
八
三
九
）
の

間
で

応
酬
さ
れ
た
詩
の
表
現
、

及
び
聯
句
の
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
劉
禹
錫
「
自
左
馮
帰
洛
下
酬

樂
天
兼
呈
裴
相
公
」
詩
（
瞿
蛻
園
箋
證
『

劉
禹
錫
集
箋
證
』
外
集
巻
四

上
海
古
籍

出
版
社
一
九
八
九
年
）
の
表
現
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

華
林
霜
葉
紅
霞
晩

華
林
の
霜
葉

紅
霞
晩
く

伊
水
晴
光
碧
玉
秋

伊
水
の
晴
光

碧
玉
秋
な
り

更
接
東
山
文
酒
會

更
に
接
す

東
山
文
酒
の
會

始
知
江
左
未
風
流

始
め
て
知
る

江
左
の
未
だ
風
流
な
ら
ざ
る
を

原
注

：「
王
儉
云
、
江
左
風
流
宰
相
惟
有
謝
公
。」

（
王
儉
云
へ
ら
く
、
江
左
の
風
流
宰
相
惟
だ
謝
公
あ
る
の
み
と
。）

原
注
が
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
意
識
さ
れ
て
い
る
「
文
酒
會
」
は
南
朝
宋
の
謝
氏

の
も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
謝
混
ら
の
「
烏
衣
之
遊
」
で
は
な
く
、
「

東
山
」
で
の

隠

棲
の
後
、
再
び
出
仕
し
て
「
風
流
宰
相
」
の
異
名
を
得
た
謝
安
（
三
二
〇
―
三
八
五
）

の
故
事
で
あ
り
、
「
文
酒
會
」
は
、

必
ず
し
も
「
烏
衣
之
遊
」
だ
け
に

限
定
さ
れ
な

い
貴
族
的
で
洗
練
さ
れ
た
優
雅
な
遊
び
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

裴
度
・
白
居
易
・

劉
禹

錫
に
よ
る

聯
句
（
『

劉
禹

錫
集

箋
證
』

外
集
巻
四

所
収
）
の
な
か
で
も
、
彼
ら
の
「
文
酒
之
會
」
に
つ
い
て
の
言
及
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
作
品
に
は
裴
度
に
よ
る
次
の
よ
う
な
長
い
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

予
自
到
洛
中
與
樂
天
爲
文
酒
之
會
、
時
時
構
詠
、
樂
不
可
支
、
則
慨
然
共
憶
夢
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得
、
而
夢
得
亦
分
司
至
此
、
歡

�可
知
、
因
爲
聯
句
。

予
洛
中
に
到
り
て
よ
り
樂
天
と
與
に
文
酒
之
會
を
爲
し
、
時
時
に
詠
を
構
ふ

る
に
、
樂
し
み
て
支
ふ
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
慨
然
と
し
て
共
に
夢
得
を
憶

ひ
、
而
し
て
夢
得
ま
た
分
司
し
て
此
に
至
り
、
歡

�す
る
こ
と
知
る
べ
か
ら
ず
、

因
り
て
聯
句
を
爲
す
。

裴
度
と
白
居
易
が
洛
陽
で
楽
し
ん
で
い
た
「
文
酒
之
會
」
に
、
さ
ら
に
劉
禹
錫
が

加
わ
っ
て
聯
句
が
制
作
さ
れ
た
。
次
に
引
く
こ
の
聯
句
の
冒
頭
の
四
句
は
、
裴
度
に

よ
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
も
周
代
の
洛
陽
の
地
名
で
あ
る
「
成
周
」
を
持
ち
出
し
て
、

こ
の
「
文
酒
之
會
」
が
正
統
か
つ
伝
統
的
な
系
譜
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。

成
周
文
酒
會

成
周
文
酒
の
會

吾
友
勝
鄒
枚

吾
が
友
鄒
枚
に
勝
る

唯
憶
劉
夫
子

唯
だ
憶
ふ
劉
夫
子
の

而
今
又
到
來

而
今
又
來
る
に
至
る
を

こ
の
よ
う
に
、
文
化
に
洗
練
さ
れ
た
「
樂
」
の
共
有
は
、
古
代
か
ら
の
伝
統
と
し
て

南
朝
の
貴
族
文
化
の
な
か
で
洗
練
さ
れ
、
そ
の
後
、
初
唐
の
宮
廷
詩
人
、
中
唐
期
の
文

人
た
ち
の
集
団
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
儒
家
の
正
統
な
倫
理
に
か

な
う
洗
練
さ
れ
た
楽
し
み
は
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
文
人
た
ち
に
矜
持
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
同
じ
く
中
唐
期
の
韓
愈
（
七
六
八
―
八
二
四
）
が
、
所
謂
「
韓
門

弟
子
」
の
ひ
と
り
で
あ
る
張
籍
（
七
六
六
？
―
八
三
〇
？
）
に
贈
っ
た
「
醉
贈
張
祕
書
」

詩
（
錢
仲
聯
集
釋
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』
巻
四
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
四

年
）
の
次
の
詩
句
は
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

長
安
衆
富
兒

長
安
富
兒
衆
く

盤
饌
羅
羶
葷

盤
饌
羶
葷
を
羅
ぬ

不
解
文
字
飲

文
字
の
飲
を
解
せ
ず

惟
能
醉
紅
裙

惟
だ
能
く
紅
裙
に
醉
ふ
の
み

雖
得
一
餉
樂

一
餉
の
樂
を
得
る
と
雖
も

有
如
聚
飛
蚊

飛
蚊
を
聚
む
る
が
如
く
な
る
有
り

今
我
及
數
子

今
我
及
び
數
子

固
無
蕕
與
薫

固
よ
り
蕕
と
薫
と
無
し

險
語
破
鬼
膽

險
語
鬼
膽
を
破
り

高
詞

�皇
墳

高
詞
皇
墳
と

�す

韓
愈
は
こ
こ
で
、
長
安
で
豪
華
な
宴
を
楽
し
む
富
裕
な
子
弟
の
、
女
性
と
酒
に
酔

う
こ
と
の
み
を
追
求
す
る
楽
し
み
の
あ
り
か
た
を
、
騒
が
し
い
ば
か
り
で
実
は
価
値

の
な
い
も
の
と

貶
し
、

自
分
た
ち
の
高

踏
的
な
詩
作
と
飲
酒
を
楽
し
む

会
で
あ
る

「
文
字
之
飲
」
を
そ
れ
と

対
比
し
て
、

彼
ら
に
は
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
高

尚

な
も
の
だ
と
誇
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
宋
代
に
な
っ
て
も
、
文
人
た
ち
の
間
で
文
化
に
洗
練
さ
れ
た
「
樂
」
の
共

有
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『

宋
史
』
巻
二

百
七

十
七
「

愼
知

禮
傳

附
子

從

吉
」（
中
華
書
局
本
）
に
は
、
五
代
呉
越
主
錢
俶
の
婿
で
あ
る
從
吉
（
生
卒
年
未
詳
）

に
つ
い
て
、
「

從
吉

自
歸
朝
、
居

散
秩

幾
三

十
年
、

頗
以
文
酒

自
娯
、

士
大
夫

多
與

之
遊
。」（

從
吉
朝
に
歸
し
て
よ
り
、
散
秩
に
居
す
る
こ
と
幾
ど
三
十
年
、
頗
る
文

酒
を
以
て
自
ら
娯
し
み
、
士
大
夫

多
く
之
と
與
に
遊
ぶ
。）
と
い
う
記
述
が
あ
り
、

宋
に
帰
順
し
た
後
、
閑
職
に
就
い
て
い
た
從
吉
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
他
の
士
大
夫

た
ち
と
と
も
に
「
文
酒
」
を
楽
し
ん
で
い
た
と
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
司
馬
光
が
張
氏
（
未
詳
）
の
梅
臺
で
の
宴
で
王
拱
辰
（
字
君

�

一
〇

一
二
―
一
〇
八

五
）
が
制
作
し
た
詩
に

唱
和
し
た
「

和
君

�宴
張

氏
梅

臺
」
詩

（
『

温
國
文
正
司

馬
公
文
集
』
巻

十
三

四
部

叢
刊

本
）
の

末
尾
で
は
、
「

民
服

召
公

化
、
時
推
何
遜
才
。
淹
留
文
酒
樂
、
璧
月
上
瑤
臺
。」（

民
は
召
公
の
化
に
服
し
、
時

は
何

遜
の

才
を

推
す
。

淹
留
す

文
酒
の
樂
、

璧
月

瑤
臺
に
上
る
。
）
と
述
べ
、
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人
民
の
教
化
に
お
い
て
周
の
召
公

�に
擬
さ
れ
る
張
氏
が
、
そ
の
職
務
を
全
う
し
た

上
で
、「
文
酒
之
會
」
を
楽
し
む
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
文
會
」
「
文
酒
之
會
」
等
と
表
現
さ
れ
る
、
文
化
的
に
洗
練
さ
れ
た

「
樂
」
の
共
有
の
楽
し
み
は
、
『
論
語
』
の
「
以
文
會
友
」
以
降
、
南
朝
の
貴
族
た
ち
、

初
唐
の
宮
廷
詩
人
、
中
唐
期
の
科
挙
出
身
の
文
人
た
ち
を
経
て
、
北
宋
の
文
人
た
ち
ま

で
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
文
化
の
継
承
者
、
つ
ま
り
知
識
人
と
し
て
の

高
踏
的
な
気
分
や
矜
持
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
先
に
挙
げ
た
黄
庭
堅
の
書
簡
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

黄
庭
堅
は
書
簡
の
な
か
で
、
相
手
が
任
地
で
の
公
務
の
余
暇
に
同
僚
と
と
も
に
「
書

史
清
淨
之
樂
」
・
「
文
史
之
樂
」
・
「
尊
酒
之
樂
」
・
「
溪
山
之
樂
」
「
文
字
之
樂
」
を
楽

し
ん
で
い
る
か
と
問
い
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
楽
し
み
を
追
求
す
べ
き
だ
と
述
べ
、
任

官
し
て
い
る
人
物
に
つ
い
て
は
公
務
の
余
暇
に
、
故
郷
に
帰
っ
て
い
る
人
物
に
つ
い

て
は
親
へ
の
孝
養
の
合
間
に
、
同
僚
や
兄
弟
と
と
も
に
集
団
で
行
わ
れ
る
詩
文
制
作

や
史
学
研
究
ま
た
酒
宴
や
美
景
の
鑑
賞
と
い
っ
た
楽
し
み
の
追
求
を
、
評
価
す
べ
き

も
の
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
そ
の
楽
し
み
が
古
代
か
ら
伝
統
的
に
継
承

さ
れ
て
き
た
儒
家
の
正
統
的
な
規
範
に
か
な
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
重
要
な
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
黄
庭
堅
が
書

簡
の
な
か
で
言
及
し
た
こ
の
よ
う
な
「
樂
」
は
、
す
べ
て
他
人
の
状
態
を
想
像
し
た

も
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
勧
め
た
も
の
で
あ
り
、
彼
自
身
の
状
態
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
黄
庭
堅
は
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
は
、
文
人
の
伝
統
か
ら

疎
外
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

三
黄
庭
堅
の
閑
居

で
は
、
黄
庭
堅
は
彼
自
身
の
閑
居
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
彼
が
自
ら
の
閑
居
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
資
料
の
う
ち
の
多
く
は
、
彼
の
人
生

の
後
半
に
あ
た
る
哲
宗
紹
聖
年
間
（
一
〇
九
四
―
一
〇
九
八
）
以
降
の
流
謫
期
に
書

か
れ
た
書
簡
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
通
り
、
哲
宗
元
祐
年
間
（
一
〇
八
六
―
一
〇
九
四
）
の
所
謂
「
元
祐
更
化
」

で
は
、
旧
法
党
の
司
馬
光
が
同
中
書
門
下
平
章
事
（
宰
相
）
と
な
っ
て
、
そ
れ
以
前

の
神
宗
期
に
王
安
石
（
一
〇
二
一
―
一
〇
八
六
）
ら
が
推
進
し
た
新
法
の
諸
制
度
を

全
面
的
に
否
定
し
、
諸
制
度
を
以
前
の
も
の
に
復
し
た
。
し
か
し
紹
聖
元
年
（
一
〇

九
四
）
に
は
章
惇
（
一
〇
三
五
―
一
一
〇
五
）
が
尚
書
左
僕
射
兼
門
下
侍
郎
と
な
っ

て
煕
寧
・
元
豐
期
の
新
法
を
回
復
し
、
旧
法
党
の
中
心
で
あ
っ
た
司
馬
光
・
文
彦
博

（
一
〇
〇
六
―
一
〇
九
七
）・

蘇
軾
ら
を
排
除
し
た
が
、
当
時
五
十
歳
に
な
っ
て
い
た

黄
庭
堅
も
開
封
府
界
居
住
の
命
を
受
け
、
さ
ら
に
同
年
十
二
月
に
は
、『
神
宗
實
録
』

に
お
け
る
新
法
批
判
の
科
に
よ
り
、

�州
別
駕
・
黔
州
安
置
に
流
さ
れ
、
翌
年
四
月

に
兄
の
大
臨
（
生
卒
年
未
詳
）
と
と
も
に
黔
州
（
現
四
川
省
彭
水
縣
）
に
到
着
し
た
。

黄
庭
堅
の
「

與
唐

彦
道
書
」
（

別
集

巻
十

五
）
は
、
そ
の

内
容
か
ら

黔
州

到
着
後

二
年
以
上
が
経
過
し
た
頃
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
彼
は
自
分
の
閑
居

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

到
黔
中
來
、
得
破
寺

�地
、
自
經
營
、
築
室
以
居
、
歳
餘
拮
据
、
乃
蔽
風
雨
。

又
稍
葺
數
口
飽
煖
之
資
、
買
地
畦
菜
、
二
年
始
息
肩
、
以
是
至
今
不
以
書
達
齋

几
。
惟
君
子
隱
居
就
閑
、
亦
簡
人
事
、
足
以
照
察
此
心
矣
。

黔
中
に
到
り
て
來
、
破
寺
の

�地
を
得
、
自
ら
經
營
し
、
室
を
築
き
て
以
て
居

し
、
歳
餘

拮
据
し
て
、
乃
ち
風
雨
を
蔽
ふ
。
又

稍
や
數
口
の
飽
煖
の
資
を

葺
き
、
地
を
買
ひ
て
菜
を
畦
し
、
二
年
に
し
て
始
め
て
息
肩
し
、
是
を
以
て
今

に
至
る
も
書
を
以
て
齋
几
に
達
せ
ず
。
惟
ふ
に
君
子
隱
居
し
て
閑
に
就
き
、
亦

人
事
を
簡
に
し
、
以
て
此
の
心
を
照
察
す
る
に
足
る
。

こ
こ
で
は
、
黔
州
に
到
着
し
た
後
に
入
手
し
た
荒
れ
寺
の
閑
地
を
、
み
ず
か
ら
苦
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労
し
て
時
間
を
か
け
て
整
備
し
、
二
年
経
っ
て
初
め
て
休
息
し
た
と
記
し
、
ま
た
、

そ
こ
か
ら
得
た
感
慨
と
し
て
、
君
子
は
世
を
捨
て
て
閑
居
す
れ
ば
人
と
の
つ
き
あ
い

を
簡
単
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
心
を
見
つ
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
黄
庭
堅
の
閑
居
は
、
誰
か
と
共
有
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
彼
一
人
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
の
内
面
と
向
き
合
う
こ

と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。

黔
州
時
代
の
黄
庭
堅
の
閑
居
の
こ
の
よ
う
な
閉
鎖
性
、
孤
立
性
を
志
向
す
る
表
現

は
、
こ
の
他
、「
與
宜
春
朱
和
叔
書
」（
別
集
巻
十
五
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

某
待
罪
於
此
、
謝
病
杜
門
、
粗
營
數
口
衣
食
、
使
不
至
寒
飢
、
買
地
畦
菜
、
已

爲
黔
中
老
農
耳
。
閑
居
不
欲
數
與
公
家
相
關
、
故
不
復
借
書
吏
作
牋
記
、
但
以

手
書
上
答
、
不
審
能
照
察
此
情
否
。

某
罪
を
此
に
於
い
て
待
ち
、
病
に
よ
り
謝
し
て
門
を
杜
ぎ
、
粗
ぼ
數
口
の
衣

食
を
營
み
、
寒
飢
に
至
ら
ざ
ら
し
め
、
地
を
買
ひ
て
菜
を
畦
し
、
已
に
黔
中
の

老
農
と
爲
る
の
み
。
閑
居
し
て
數
し
ば
公
家
と
相
ひ
關
る
を
欲
せ
ず
、
故
に
復

た
書
吏
を
借
り
て
牋
記
を
作
ら
ず
、
但
だ
手
書
を
以
て
答
へ
を
上
る
の
み
、
能

く
此
の
情
を
照
察
す
る
や
否
や
を
審
ら
か
に
せ
ず
。

こ
こ
で
の
黄
庭
堅
は
、
こ
の
地
で
処
罰
を
待
つ
自
分
は
、
病
を
理
由
に
門
を
閉
じ

て
交
際
を
絶
ち
、
数
人
の
衣
食
の
面
倒
を
見
て
土
地
を
買
っ
て
菜
園
を
作
っ
て
お
り
、

も
う
黔
州
の
年
老
い
た
農
夫
に
な
る
の
み
だ
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
相
手
が
理
解
し
て

く
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
閑
居
の
生
活
を
送
る
中
で
、
政
府
と
関
わ
り

た
い
と
は
思
わ
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
黄
庭
堅
の
閑
居
は
、
世
間
か
ら
、
ま
た
人
と
の
つ
き
あ
い
か

ら
逃
れ
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
、
「
答
黔
州
彭

水
令
田
師
閔
」（
續
集
巻
五
）
で
は
、「
某
杜
門
不
接
人
事
、
頗
得
閑
談
之
味
。」（
某

杜
門
し
て
人
事
に
接
は
ら
ず
、
頗
る
閑
談
の
味
を
得
。）
と
も
述
べ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
黔
州
で
の
こ
の
よ
う
な
孤
立
し
た
生
活
に
、
黄
庭
堅
が
本
当
に
満
足

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
か
ら
黔
州
で
の
作
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る

「
與
柳
毅
升
書
」
（
別
集
巻
十
五
）
で
は
、
「
黔
州
風
俗
誇
陋
、
士
人
絶
不
知
學
、
毎

思
荊
州
多
士
大
夫
、
大
是
樂
國
耳
。
承
天
金
鑾
時
有
朋
游
會
集
否
。」（
黔
州
の
風
俗

は
陋
を
誇
り
、
士
人
絶
え
て
學
を
知
ら
ず
、
毎
に
思
ふ
荊
州
士
大
夫
多
く
、

大
ひ
に
是
れ
樂
國
な
る
の
み
と
。
承
天
金
鑾
時
に
朋
游
の
會
集
す
る
こ
と
有
る
や

否
や
。
）
と
、
黔
州
の
風
俗
の
野
卑
さ
を
嘆
き
、
黔
州
と
比
較
し
て
、
士
大
夫
た
ち

が
多
く
居
住
す
る
荊
州
を
「
樂
國
」
と
評
し
、
そ
こ
で
朋
友
の
集
い
、
つ
ま
り
「
文

會
」
が
行
わ
れ
て
い
る
か
と
た
ず
ね
て
い
る
。

そ
の
後
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
三
月
に
、
黄
庭
堅
は
提
擧

�州
路
常
平
と
な
っ

た
母
方
の
従
兄
弟
の
張
向
（
生
卒
年
未
詳
）
を
避
け
て
戎
州
（
現
四
川
省
宜
賓
市
）

安
置
と
な
り
、
黔
州
を
離
れ
た
。
戎
州
へ
は
六
月
に
到
着
し
た
が
、
こ
の
旅
の
途
中
、

�陵
（
現
四
川
省
彭
水
県
）
で
制
作
し
た
「
朋
樂
堂
記
」
（
別
集
巻
二
）
で
は
、
黄

庭
堅
は
こ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

�陵
藺
大
節
持
正
、
喜
延
士
大
夫
賓
禮
之
、
甚
有
意
、
蓋
欲
琢
磨
其
子
弟
也
。

有
潼
川
于
説
習
之
來
過
予
、
求
就
學
之
地
而
不
能
也
、
而
以

�持
正
。
持
正
欣

然
受
命
、
築
堂
於
黔
江
之
東
、
曰
魯
基
。
他
日
與
習
之
倶
來
請
堂
名
、
余
爲
名

曰
朋
樂
。
孔
子
曰
、「
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。」
夫
獨
學
而
無
朋
、
此
窮

郷
之
士
所
以
罕
見
寡
聞
、
終
身
守
其
固
陋
、
不
可
適
于
通
達
之
邦
者
也
。
今
持

正
樂
得
士
、
習
之
樂
得
共
學
、
既
知
之
矣
。
惟
思
慕
古
人
愛
惜
日
力
、
相
開
以

多
聞
、
相
盡
以
改
過
、
擴
其
閭
巷
之
知
、
蔚
蔚
然
爲
達
人
之
觀
、
然
後
不
孤
吾

言
矣
。
紹
聖
五
年
四
月
乙
未
、

�翁
記
。

�陵
藺
大
節
持
正
、
士
大
夫
を
延
き
て
之
を
賓
禮
す
る
を
喜
び
、
甚
だ
意
有
り
、

蓋
し
其
の
子
弟
を
琢
磨
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
潼
川
の
于
説
習
之
の
來
た
り
て

予
に
過
ぐ
る
こ
と
有
り
、
就
學
の
地
を
求
む
れ
ど
も
能
は
ざ
る
な
り
、
而
し
て

湯浅陽子 黄庭堅の文に記された閑居について
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以
て
持
正
に

�す
。
持
正
欣
然
と
し
て
命
を
受
け
、
堂
を
黔
江
の
東
に
築
き
、

魯
基
と
曰
ふ
。
他
日
習
之
と
倶
に
來
た
り
て
堂
名
を
請
ひ
、
余
爲
に
名
づ

け
て
朋
樂
と
曰
ふ
。
孔
子
曰
く
、
「
朋
の
遠
方
よ
り
來
た
る
有
り
、
ま
た
樂
し

か
ら
ず
や
」
と
。
夫
れ
獨
學
に
し
て
朋
無
き
は
、
此
れ
窮
郷
の
士
の
罕
見
寡
聞

に
し
て
、
終
身
其
の
固
陋
を
守
り
、
通
達
の
邦
に
適
く
べ
か
ら
ざ
る
所
以
の

者
な
り
。
今
持
正
士
を
得
る
を
樂
し
み
、
習
之
共
に
學
ぶ
を
得
る
を
樂

し
め
る
は
、
既
に
之
を
知
る
。
惟
れ
思
ひ
て
古
人
を
慕
ひ
愛
惜
し
て
日
び
に
力

め
、
相
ひ
開
く
に
多
聞
を
以
て
し
、
相
ひ
盡
く
す
に
改
過
を
以
て
し
、
其
の
閭

巷
の
知
を
擴
め
、
蔚
蔚
然
と
し
て
達
人
の
觀
を
爲
し
、
然
る
後
に
は
吾
が
言
を

孤
と
せ
ざ
ら
ん
。
紹
聖
五
年
四
月
乙
未
、

�翁
記
。

黄
庭
堅
は
学
問
を
す
る
場
を
求
め
る
于
説
（
伝
未
詳
）
を
藺
大
節
（
伝
未
詳
）
に

紹
介
し
、
藺
大
節
は
彼
を
受
け
入
れ
、
堂
を
築
い
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
か
ら
こ
の
堂

の
名
を
求
め
ら
れ
た
黄
庭
堅
は
、
『
論
語
』
學
而
篇
を
踏
ま
え
「
朋
樂
」
と
い
う
名

を
与
え
た
。

こ
の
記
の
冒
頭
で
黄
庭
堅
は
、
士
大
夫
を
賓
客
の
礼
を
も
っ
て
も
て
な
す
こ
と
を

喜
ぶ
藺
大
節
の
意
図
は
、
そ
の
子
弟
を
教
育
す
る
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
、

于
説
は
藺
大
節
の
子
弟
と
共
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
記
の
後
半
で
は
、
一
人
だ
け

で
学
ぶ
こ
と
が
、
片
田
舎
の
人
の
見
聞
を
狭
く
し
、
頑
固
旧
陋
な
ま
ま
に
し
て
、
よ

り
広
い
場
所
に
行
動
の
場
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
章
で
既
に
見
た
い
く
つ
か
の
書
簡
の
な
か
で
歎
い
て
い
た
黔

州
の
文
化
的
水
準
の
低
さ
を
克
服
す
る
も
の
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
友
人
達
と
の
繋

が
り
と
と
も
に
行
う
学
問
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
黄
庭
堅
が

于
説
の
た
め
に
望
ま
し
い
あ
り
方
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
は
、
前
章
で
見
た

文
人
達
の
洗
練
さ
れ
た
知
的
文
化
の
伝
統
で
あ
る
、
所
謂
「
文
會
」
で
あ
る
。

黄
庭
堅
自
身
は
、
そ
の
後
も
生
涯
を
終
え
る
ま
で
辺
地
で
の
流
謫
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
元
符
元
年
（
一
〇
九
八
）
の
作
と
さ
れ
る
「
與
東
川

提
舉
書
」（
別
集
巻
十
八
）
は
、
そ
の
生
活
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

某

�居
杜
門
、
蓬

�柱
宇
、

�
�同

逕
、
寒
灰
槁
木
、
不
省
世
事
。
故
非
至
親

至
舊
可
以
通
書
、
而
又
不
以
罪
譴
點
染
爲
嫌
者
、
未
嘗
敢
修
牋
記
。
以
是
待
罪

部
下
、
累
月
不
能
作

�一
道
。

某

�居
し
て
門
を
杜
す
に
、
蓬

�は
宇
に
柱
し
、

�
�は

逕
を
同
じ
く
し
、

寒
灰
槁
木
の
ご
と
く
に
し
て
、
世
事
を
省
み
ず
。
故
に
至
親
至
舊
に
非
ざ
れ
ば

以
て
書
を
通
ず
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
又
罪
譴
の
點
染
を
以
て
嫌
と
爲
さ
ざ
れ

ば
、
未
だ
嘗
て
敢
へ
て
牋
記
を
修
せ
ず
。
是
を
以
て
罪
を
部
下
に
待
ち
、
月
を

累
ぬ
る
も

�一
道
を
作
る
能
は
ず
。

黄
庭
堅
の
戎
州
到
着
は
六
月
で
あ
り
、
こ
の
書
簡
の
内
容
か
ら
は
、
記
さ
れ
た
生

活
が
戎
州
で
の
も
の
で
あ
る
と
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
題
跋
「
書
遺
道

臻
墨

竹
後
與

斌
老
」
（
別
集
巻

七
）
に
、

戎
州

在
住

時
の
「
元
符

三
年

三
月
、

戎
州

無
等

院

�翁
借
地
所
築
槁
木

庵
中
書
。
」
と
あ
り
、
こ
の
「
與
東
川
提
舉
書
」
の
な

か
で
自
ら
の
心
境
を
表
現
し
た
「
寒
灰
槁
木
」
が
、
戎
州
の
借
地
に
築
い
た
「
槁
木

庵
」
と
繋
が
る
も
の
な
ら
ば
、
黄
庭
堅
の
戎
州
で
の
心
情
を
推
察
す
る
参
考
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
央
か
ら
斥
け
ら
れ
た
彼
の
閑
居
は
、
門

を
閉
ざ
し
、
冷
え
切
っ
た
灰
や
枯
れ
木
の
よ
う
な
動
き
を
失
っ
た
心
で
行
わ
れ
る
。

そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
決
し
て
楽
し
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
不
遇
な
人
の
閑
居

不
遇
な
黄
庭
堅
は
、
自
己
の
閑
居
を
文
人
達
の
繋
が
り
か
ら
孤
立
し
た
も
の
と
感

じ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
彼
は
、
彼
の
周
囲
に
い
る
不
遇
な
人
物
の
閑
居
に
は
、

ど
の
よ
う
な
視
線
を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
資
料
と
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し
て
、
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
る
元
豐
三
年
の
作
と
さ
れ
る
「
休
亭
賦
」
序
（
正
集

巻
十
二
）
の
次
の
よ
う
な
記
述
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

吾
友
蕭
公
餉
濟
父
、
往
有
聲
場
屋
間
、
數
不
利
於
有
司
。
歸
教
子
弟
、
以
宦
學

而
老
於
清
江
之
上
、
開
田
以
爲
歳
、
鑿
池
灌
園
以
爲

�豆
。
兒
時
藝
木
、
今
憩

其
陰
。
獨
立
無
鄰
、
自
行
其
意
。
築
亭
高
原
、
以
望
玉
笥
諸
山
、
用
其
所
以
齋

心
服
形
者
、
名
之
曰
「
休
亭
」
。
乞
余
言
銘
之
、
將
游
居
寝
飯
其
下
。
豫
章
黄

庭
堅
爲
作
「
休
亭
賦
」。

吾
が
友
蕭
公
餉
濟
父
、
往 さ
き

に
場
屋
の
間
に
聲
有
る
も
、
數 し
ば
し
ば

有
司
に
於
い
て
利

あ
ら
ず
。
歸
り
て
子
弟
を
教
へ
、
宦
學
を
以
て
清
江
の
上
り
に
老
い
、
田
を
開

き
て
以
て
歳
を
爲
し
、
池
を
鑿
ち
園
に
灌 そ
そぎ
て
以
て

�豆
を
爲
す
。
兒
た
り
し

時
木
を
藝
ゑ
、
今
其
の
陰
に
憩
ふ
。
獨
り
立
ち
て
鄰
無
く
、
自
ら
其
の
意

を
行
ふ
。
亭
を
高
原
に
築
き
、
以
て
玉
笥
諸
山
を
望
み
、
其
の
齋
心
服
形
す
る

所
以
の
者
を
用
て
、
之
を
名
づ
け
て
「
休
亭
」
と
曰
ふ
。
余
の
言
の
之
に
銘
す

る
を
乞
ひ
、
將
に
游
居
し
て
其
の
下
に
寝
飯
せ
ん
と
す
。
豫
章
の
黄
庭
堅
爲

に
「
休
亭
賦
」
を
作
る
。

筆
者
の
友
人
で
あ
る
蕭
餉
（
伝
未
詳
）
は
、
貢
挙
を
受
験
し
た
頃
に
は
名
声
を
得

て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
後
、
官
吏
と
し
て
は
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
清
江
の
ほ
と
り
に
帰
郷
し
、
子
弟
に
儒
教
の
倫
理
や
経
書
の
学
問
を
教
え
な
が

ら
年
を
と
っ
た
。
彼
は
ま
た
そ
の
か
た
わ
ら
農
地
の
開
墾
と
作
物
の
生
産
、
池
や
庭

園
の
整
備
や
先
祖
へ
の
祭
祀
に
も
携
わ
っ
た
。
こ
の
た
び
彼
は
、
周
囲
の
山
々
を
望

ん
で
心
と
体
を
整
え
る
た
め
に
、
高
く
平
ら
な
場
所
に
「
休
亭
」
を
築
き
、
こ
れ
を

記
念
す
る
文
章
の
制
作
を
黄
庭
堅
に
依
頼
し
た
。

こ
こ
に
引
用
し
た
箇
所
で
は
、「
休
亭
」
は
、
こ
の
人
物
が
「
齋
心
服
形
」、
つ
ま

り
心
を
清
め
身
体
を
整
え
る
た
め
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
齋
心
服
形
」
と
い

う
語
句
は
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
拠
る
も
の
で
あ
り
、
天
下
を
う
ま
く
治
め
ら
れ
ず
に

憔
悴
し
た
黄
帝
が
一
切
の
ま
つ
り
ご
と
か
ら
退
き
、
太
古
に
無
爲
の
政
治
を
行
っ
た

大
庭
氏
の
館
に
「
齋
心
服
形
」
し
て
閉
じ
こ
も
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
休

亭
」
は
、
こ
の
人
物
が
世
間
か
ら
離
れ
て
修
養
す
る
た
め
の
場
所
と
し
て
名
付
け
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
閑
居
は
一
種
の
修
養
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
実
は
、
『
列
子
』
黄
帝
篇
の
こ
の

話
に
は

続
き
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
黄
帝
は

結
局
、
「
齋
心
服
形
」
に
よ
っ
て
は
自

己
を
養
い
天
下
を
治
め
る

方
法
を

会
得
で
き

ず
、
夢
の
中
で
華
胥
氏
の
國
に
遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
道
」
を
体
得
し
た
と
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
黄
庭
堅
の
こ
の
文
章
で
の
「
齋
心
服
形
」
は
、
こ
の
よ
う
な
結
末
ま
で

意
識
し
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

黄
庭
堅
が
不
遇
な
人
物
に
寄
せ
て
制
作
し
た
文
章
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
黄
寶
華

氏
『
黄
庭
堅

選
集
』
（
上

海
古

籍
出

版
社

一
九

九
一
年
）
が
、
三

百
五
十

七
頁
の

注
釈
に
お
い
て
、「
文
當
作
于
山
谷
爲
吉
州
太
和
令
時
。」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
、
父

方
の

お
ば
の

夫
で
あ
る

東
郭
居

士
（

蔡
曾

伝
未
詳
）
が

営
ん
だ
庭
園
に

寄
せ
た

「
東
郭
居
士
南
園
記
」（
正
集
巻
十
六
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
比
較
的

長
文
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
の
み
を
次
に
引
用
し
て
検
討
す
る
に
と
ど

め
た
い
。
次
に
挙
げ
る
部
分
は
、
閑
居
す
る
に
至
る
ま
で
に
東
郭
居
士
が
置
か
れ
て

い
た
立
場
と
心
境
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
郭
居
士
嘗
學
於
東
西
南
北
、
所
與
居
游
、
半
世
公
卿
、
而
東
郭
終
不
偶
。
駕

而
折
軸
、
不
能
無
悶
、
往
而
道
塞
、
不
能
無
慍
。
退
而
伏
於
田
里
、
與
野
老
並

耡
、
灌
園
乘
屋
、
不
以
有
涯
之
生
而
逐
無

�之
欲
。
久
乃

�然
獨
覺
、
釋
然
自

笑
。
問
學
之
澤
雖
不
加
於
民
、
而
孝
友
移
於
子
弟
。
文
章
之
報
雖
不
華
於
身
、

而
輝
光
發
於
草
木
。
於
是
白
首
肆
志
、
而
無
彈
冠
之
心
、
所
居
類
市
隱
也
。

東
郭
居
士

嘗
て
東
西
南
北
に
於
い
て
學
び
、
與
に
居
游
す
る
所
は
、
半
ば
世

の
公
卿
な
り
、
而
る
に
東
郭
は
終
に
偶
な
ら
ず
。
駕
し
て
軸
を
折
り
て
は
、
悶

へ
無
き
こ
と
能
は
ず
、
往
き
て
道
塞
が
り
て
は
、
慍
み
無
き
こ
と
能
は
ず
。
退
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き
て
田
里
に
伏
し
、
野
老
と
與
に
並
び
て
耡
し
、
園
に
灌
し
屋
に
乘
じ
、
有
涯

の
生
を
以
て
無

�の
欲
を
逐
は
ず
。
久
し
く
し
て
乃
ち

�然
と
し
て
獨
り
覺
め
、

釋
然
と
し
て
自
ら
笑
ふ
。
問
學
の
澤
は
民
に
加
へ
ざ
る
と
雖
も
、
孝
友
は
子
弟

に
於
い
て
移
り
、
文
章
の
報
は
身
を
華
に
せ
ざ
る
と
雖
も
、
輝
光
は
草
木
に
於

い
て
發
す
。
是
に
於
い
て
白
首
に
し
て
志
を
肆
に
し
て
、
彈
冠
の
心
無
く
、
居

す
る
所
は
市
隱
に
類
す
る
な
り
。

東
郭
居
士
が
四
方
へ
の
遊
学
時
代
を
と
も
に
し
た
人
の
半
ば
は
高
位
の
人
で
あ
っ
た

が
、
彼
は
官
僚
と
し
て
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
村
里
に
引
退

し
て
隠
居
し
、
老
人
た
ち
と
田
畑
を
耕
し
た
り
農
地
や
住
居
の
世
話
を
し
た
り
し
て
暮

ら
し
、
限
り
あ
る
人
生
を
果
て
し
な
い
欲
望
の
追
求
に
賭
け
た
り
は
し
な
か
っ
た
。

官
吏
と
し
て
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
物
が
、
帰
郷
し
、
郷
里
で
の
周
囲

の
人
々
と
の
生
活
に
順
応
し
つ
つ
、
次
世
代
で
あ
る
子
弟
に
学
問
を
教
え
な
が
ら
生
涯

を
送
る
こ
と
に
自
足
す
る
、
と
い
う
東
郭
居
士
の
生
き
方
は
、
先
に
見
た
「
休
亭
賦
」

序
の
蕭
餉
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
、
仕
官
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
の
修
養
の
成
果
を
広
く
人
民
の
救
済
に
役
立
て
る
「
兼
濟
」
の
行
為
や
、
あ
る

い
は
そ
れ
が
実
現
で
き
な
い
場
合
に
文
章
に
よ
り
名
声
を
得
る
と
い
っ
た
、
儒
家
の
価
値

観
を
基
盤
と
す
る
伝
統
的
な
士
大
夫
層
の
社
会
に
お
い
て
高
く
評
価
さ
れ
理
想
と
さ
れ

る
生
き
方
と
は
異
な
っ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
身
の
処
し
方
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

黄
庭
堅
の
こ
れ
ら
の
文
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
生
き
方
は
理
想
が
実
現
で
き
な
い
場
合
に

仕
方
な
く
選
ば
れ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
同
じ
よ
う
な
生
き
方

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
は
数
多
く
存
在
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
こ
の
記
の
末
尾
で
黄
庭
堅
は
、
東
郭
居
士
自
身
に
自
ら
の
置
か
れ
た
状
況

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
ら
せ
て
い
る
。

東
郭
聞
若
言
也
、
曰
、
「
我
安
能
及
道
。
抑
君
子
所
謂
『
困
於
心
、
衡
於
慮
、

而
後
作
』
者
也
。
我
爲
子
家
婿
、
軒
冕
不
及
門
、
子
之
姑
氏

�我
不
才
者
數
矣
。

殆
其
能
同
樂
於
丘
園
、
今
十
年
矣
。

可
盡
記
子
之
言
、
我
將

�之
南
園
之
石
。

它
日
御
以
如
皋
、
雖
不
獲
雉
、
尚
其
一
笑
哉
。」

予
笑
曰
、「
士
之
窮
乃
至
於
是

夫
。
」
於
是

乎
書
東
郭

之
郷

族
名

字
、
曰

新
昌

蔡
曾
子

飛
。
作
記
者

豫
章
黄
庭

堅
。

東
郭

若
の
言
を
聞
く
や
、
曰
く
、
「
我

安
ん

ぞ
能
く
道
に
及
ば

ん
や
。
抑

も
君
子
の
所
謂
『
心
に
困 く
るし

み
、
慮
に
衡 ふ
さ
がり
、
而
る
後
に
作
る
』
な
る
者
な
り
。

我
子
が
家
の
婿
と
爲
り
、
軒
冕

門
に
及
ば
ず
、
子
の
姑
氏
の
我
が
不
才
を

�

う
らむ
者

數
な
り
。
殆
ん
ど
其
の
能
く
樂
を
丘
園
に
同
じ
く
す
る
は
、
今
十
年

な
り
。
盡
く
子
の
言
を
記
す
べ
し
、
我

將
に
之
を
南
園
の
石
に

�せ
ん
と
す
。

它
日

御
し
て
以
て
皋
に
如
か
ば
、
雉
を
獲
ざ
る
と
雖
も
、
尚
ほ
其
れ
一
笑
せ

ん
や
」
と
。

予
笑
ひ
て
曰
く
、
「
士
の

窮
し
て
乃
ち
是
に

至
る
か
」
と
。
是

に
於
い
て
東
郭
の
郷
族
名
字
を
書
し
、
新
昌
蔡
曾
子
飛
と
曰
ふ
。
記
を
作
れ
る

者
は
豫
章
の
黄
庭
堅
な
り
。

こ
こ
で
東
郭
居
士
は
、
自
ら
が
「

煩
悶
が
あ
っ
て
こ
そ
発

憤
す
る
」
（
『

孟
子
』

告

子
下
に
拠
る
。
）
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
父
方
の
お
ば
で

あ
る
彼
の
妻
は
、
仕
官
の
か
な
わ
ぬ
夫
に
対
し
て
し
ば
し
ば
不

満
を
表
し
て
い
る
。

南

園
に
遊
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

十
年
、
東
郭
居
士
は
彼

女
に
対
し
て
肩
身
の
狭
い
思

い
を
抱
き
続
け
、
い
つ
か
彼

女
が
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。
儒
教
の

規
範
が

強
く
作

用
し
て
い
る
時
代
に
お
い
て
、
こ
の
記
の
よ
う
に
、

不

遇
な
夫
が

妻
の

不
満
に

肩
身
の

狭
い

思
い
を
し
て
い
る
状
況
が
文
章
に

表
現
さ
れ
る

こ
と
は
珍
し
く
、
こ
こ
で
の
言
及
は
、
黄
庭
堅
が
妻
方
の
身
内
だ
か
ら
こ
そ
あ
り
得
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
語
る
東
郭
居
士
の
た
め
に
記
を
制
作

し
、「
士
の
窮
し
て
乃
ち
是
に
至
る
か
」
と
評
す
る
黄
庭
堅
の
視
線
は
温
か
い
。

黄
庭
堅
は
、
こ
れ
以
外
の
文
章
に
お
い
て
も
、
不
遇
な
状
況
に
あ
る
者
が
修
養
や

學
問
に

邁
進
す
る
こ
と
を

称
賛
し
て
い
る
。
『
黄
庭
堅
選

集
』

三
百

五
十
四

頁
が

元
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豐
五
年
（
一
〇
八
二
）
の
作
と
考
証
す
る
胡
堯

�（
一
〇
一
二
―
一
〇
八
二
）
の
詩

集
に
寄
せ
た
「
胡
宗
元
詩
集
序
」
（
正
集
巻
十
五
）
で
は
、
不
遇
な
人
物
が
学
問
や

詩
文
制
作
に
打
ち
込
む
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
そ
の
行
動

が
土
地
の
後
輩
達
の
育
成
に
影
響
を
与
え
た
と
も
述
べ
て
い
る
。

清
江
胡
宗
元
自
結
髪
迄
于
白
首
、
未
嘗
廢
書
、
其
胸
次
所
藏
、
未
肯
下
一
世
之

士
也
。
前
莫
輓
、
後
莫
推
、
是
以
窮
於
丘
壑
、
然
以
其
耆
老
於
翰
墨
。
故
後
生

晩
出
、
無
不
讀
書
而
好
文
。

清
江
の
胡
宗
元
結
髪
よ
り
白
首
に
迄
ぶ
に
、
未
だ
嘗
つ
て
書
を
廢
せ
ず
、
其

の
胸
次
の
藏
す
る
所
、
未
だ
一
世
の
士
よ
り
下
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
な
り
。
前
に

輓
く
莫
く
、
後
に
推
す
莫
く
、
是
れ
以
て
丘
壑
に
窮
し
、
然
し
て
以
て
其
の
耆

老
を
翰
墨
に
於
い
て
す
。
故
に
後
生
晩
出
の
、
書
を
讀
み
文
を
好
ま
ざ
る
無
し
。

胡
宗
元
は
、
成
人
し
て
か
ら
老
年
に
及
ぶ
ま
で
書
物
を
捨
て
た
こ
と
は
な
く
、
そ

の
胸
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
は
、
当
代
の
一
流
の
人
物
の
下
位
に
立
つ
こ
と
を
よ
し
と

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
を
推
挽
し
て
く
れ
る
人
が
な
か
っ
た
た
め
、
江
湖
で
窮
乏

生
活
を
送
っ
た
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
学
問
を
好
む
後
輩
た
ち
を
育
て
る

結
果
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
登
場
す
る
胡
宗
元
の
、
学
問
を
積
ん
だ
が
官
僚
と
な
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
地
方
で
弟
子
や
子
弟
の
教
育
に
携
わ
る
人
生
を
送
る
と
い
う
あ
り
か
た
は
、

先
に
見
た
東
郭
居
士
ら
に
類
似
す
る
も
の
だ
が
、
黄
庭
堅
の
周
囲
の
み
な
ら
ず
当
時
の

士
大
夫
層
の
な
か
に
は
、
彼
ら
と
似
た
り
寄
っ
た
り
の
人
生
を
送
る
人
が
数
多
く
存
在

し
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
人
の
、
学
問
に

よ
り
も
修
養
に
励
ん
だ
、
あ
る
い
は
後
輩
を
育
成
し
た
等
の
儒
教
の
倫
理
の
な
か
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
点
が
強
調
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
内
容

の
文
章
を
寄
せ
る
こ
と
そ
の
も
の
が
彼
ら
を
励
ま
す
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

本
章
で
取
り
上
げ
た
黄
庭
堅
の
若
年
期
か
ら
壮
年
期
に
及
ぶ
い
く
つ
か
の
文
章
は
、

彼
の
周
囲
に
い
た
不
遇
な
人
物
た
ち
の
姿
を
描
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
文
章
に
は
、

か
つ
て
の
仁
宗
期
に
高
位
に
至
っ
た
人
々
や
そ
の
後
継
で
あ
る
蘇
軾
等
が
繰
り
返
し

表
現
し
て
い
た
よ
う
な
、
公
的
な
立
場
と
自
己
の
楽
し
み
及
び
修
養
の
両
立
や
そ
の

間
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
意
識
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
個
人
の
閑
居
に
つ

い
て
述
べ
た
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
中
唐
期
の
白
居
易
の
志
向
を
継
承
す
る
よ
う

な
快
適
さ
や
喜
び
を
歌
い
上
げ
る
こ
と
も
な
い
。
黄
庭
堅
の
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
官

僚
と
し
て
成
功
で
き
ず
に
閑
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
状
態
を
ど
の
よ

う
に
正
当
化
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
、
彼
ら
の

活
動
し
た
時
代
に
お
い
て
、
閑
居
を
め
ぐ
る
状
況
と
気
分
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
年
の
流
謫
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
黄
庭
堅
が
感
じ
る
孤
立
感
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
背
景
と
す
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

彼
ら
の
世
代
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
伝
統
的
に
継
承
さ

れ
て
き
た
、
洗
練
さ
れ
高
踏
的
な
矜
持
を
感
じ
さ
せ
る
集
団
で
の
知
的
な
楽
し
み
は
、

理
想
的
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
容
易
に
は
実
現
で
き
な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
感
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
郭
居
士
や
胡
宗
元
、
ま
た
黄
庭
堅

自
身
に
し
て
も
、
閑
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
文
人
た
ち
の
閑
居
は
、
高
揚
す
る
こ
と

の
な
い
憂
鬱
な
気
分
を
漂
わ
せ
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。

（
注
）

本
稿
で
は
黄
庭
堅
の
散
文
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
劉
琳
・
李
勇
先
・
王
蓉
貴
校
點
『
黄
庭
堅

全
集
』
（
四
川
大
學
出
版
社

二
〇
〇
一
年
）
所
収
の
『
宋
黄
文
節
公
全
集
』
を
使
用
し
、
作

品
の
繋
年
は
、
特
に
記
し
た
も
の
以
外
、
宋
・
黄

�『
山
谷
年
譜
』
（
呉
洪
澤
氏
・
尹
波
氏
主

編
宋
人
年
譜
叢
刊
五
四
川
大
學
出
版
社
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
っ
た
。

湯浅陽子 黄庭堅の文に記された閑居について
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